
資料２ 

交通基本法制定に向けた交通基本法制定に向けた交通基本法制定に向けた交通基本法制定に向けた

自動車総連としての考え方自動車総連としての考え方  自動車総連としての考え方自動車総連としての考え方     
についてについててて
 
     2010年6月7日（月） 

全 本自動車産業労働組合総連合会 全日本自動車産業労働組合総連合会
               会 長 西原浩一郎
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自動車総連の道路・交通政策自動車総連の道路・交通政策自動車総連の道路・交通政策自動車総連の道路・交通政策

▼自動車産業に働く者の声だけではなく、国民の目線で策定 
 
▼「道路・交通政策 7つの提言」（2008．9作成） 

①真 必 な道路を整備 くため 道路整備計 は 意を十分 映すべき  ①真に必要な道路を整備していくため、道路整備計画には民意を十分反映すべき 
  ②道路整備は、コストに対し求められる効果が最大となるよう推進すべき 

③慢性的な渋滞解消に向け 必要な施策を早急に講ずるべき  ③慢性的な渋滞解消に向け、必要な施策を早急に講ずるべき

  ④地方都市の道路整備は「活力あるまちづくり」の観点を重視し推進すべき 

⑤自動車利用との共存を前提に 公共交通機関ネットワークの再強化をすべき  ⑤自動車利用との共存を前提に、公共交通機関ネットワ クの再強化をすべき

  ⑥居住者の生活を維持できる道路・交通機関を確保すべき 

⑦交通事故死者ゼロを目指し、「交通安全教育充実・運転技術の維持向上・  ⑦交通事故死者ゼロを目指し、「交通安全教育充実 運転技術の維持向上
  安全な車とまちづくり」によって、より安心な車社会を実現する 

2 



道路交通全体の中でのくるま道路交通全体の中でのくるま（自家用車）（自家用車）  

▼いつでも▼いつでも どこでもどこでも 移動が出来る移動が出来る▼いつでも▼いつでも どこでもどこでも 移動が出来る移動が出来る
▼ドア▼ドア  ツーツー  ドアの利便性ドアの利便性  
▼プライベート空間／プライバシーの確保▼プライベート空間／プライバシーの確保▼プライベ ト空間／プライバシ の確保▼プライベ ト空間／プライバシ の確保
▼運転する楽しみ▼運転する楽しみ  

す 社会イ 部とし 欠く事すでに社会インフラの一部として欠く事の
出来ない役割を担っている 
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交通基本法交通基本法 懸念点①懸念点①交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点①での懸念点①

「くるまに依存する社会とな たため 気が くと▼「くるまに依存する社会となったため、気がつくと
お年寄りや体の不自由な方々にはとても不便な 
社会になった」社会になった」

    ⇒広く国民に受け入れられてきた「くるま」を否定    
する表現する表現 

 
▼「交通手段をくるまから環境にやさしい公共交通▼「交通手段をくるまから環境にやさしい公共交通

機関に転換する」 
⇒転換ではなく「共存」の視点で整理するべき    ⇒転換ではなく「共存」の視点で整理するべき

       ⇒交通全体の中で、「公共交通機関」と「くるま」の 
共存／役割分担（ベストミ クス）の検討が必須
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                共存／役割分担（ベストミックス）の検討が必須
 



ﾞ ﾞ ｻ ｻ ﾞ 重要性ﾞ ﾞ ｻ ｻ ﾞ 重要性
交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点①－２での懸念点①－２    

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ／ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｰﾋﾞｽの重要性ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ／ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｰﾋﾞｽの重要性
▼今後の高齢化社会を考慮すると様々な検討が必要

  
今後 高齢化社会を考慮する 様 な検討 必要

  ⇒鉄道、路線バス、介護タクシー、巡回バス、       
コミュニティーバス等の重要性 
  ⇒高齢者等が「社会に出やすい」環境整備／       
公共交通機関までのアクセス 
      ・広い駐車場の整備／大文字標識の整備 
      ・福祉車両（移送車／自走車）への補助 

公共交通機関との役割分担を含めて ﾄﾞｱﾂｰﾄﾞｱで公共交通機関との役割分担を含めて、ﾄ ｱﾂ ﾄ ｱで
考える必要があり、交通基本法の中で幅広く、    
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ/ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｰﾋﾞｽを記載するべき 
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交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点① ３での懸念点① ３

公共交通機関の重要性と役割分担公共交通機関の重要性と役割分担

交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点①－３での懸念点①－３

  
公共交通機関の重要性と役割分担公共交通機関の重要性と役割分担

 
 
 ▼公共交通機関の更なる整備は重要（鉄道・バス・タクシー等） 

今後も特 方 く ま 重 な▼今後も特に地方においては、くるまは重要な      
交通手段としての役割を担う 

複数保有 ザ の負担軽減策の検討を    ⇒複数保有ユーザーの負担軽減策の検討を！
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交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点①－４での懸念点①－４    
地方におけるくるまの役割地方におけるくるまの役割

▼公共交通機関の少ない地方では「一家に一台」      

  

 
機

ではなく、「一人一台」が現状 

 
 

▼くるまを 台 保有していると 自動車税*だけでも▼くるまを3台（1800ccｸﾗｽ）保有していると、自動車税*だけでも    
毎年4月に都道府県に約12万円の納税が必要              
(39500円/台×3台）     ＊燃料費税や重量税を除く 

7      ⇒地方ほど負担が重いという矛盾 



普 向 「各

交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点②での懸念点②  
▼エコカーの普及に向けて「各種の規制を

総動員する」

    ⇒強制的な規制は、国民負担が極めて 
重い      重い

    ⇒普及はｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ策で実施すべき普 ｨ 策 実施す
 

▼エコカー補助金/エコカー減税は有効 
＜日本国内で販売される車のうちエコカーの占める割合＞ 

2009年４月 2010年４月 
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交通基本法交通基本法 懸念点③懸念点③交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点③での懸念点③

▼「法律、予算、税制を組み合わせて通勤交通の 
         グリーン化を加速させる必要があります」 
 

イカ 通勤者を狙 打ちするか ような記載     ⇒マイカー通勤者を狙い打ちするかのような記載
 

 代替策なき拙速なマイカー通勤排除は

              大きな混乱を引き起こす 
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交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点④での懸念点④

▼交通基本法の理念が実現すると

交通基本法交通基本法（中間整理）（中間整理）での懸念点④での懸念点④

交通基本法 理念 実現する

   ①交通弱者を含めた総合交通体系の見直しで      
利便性が向上する 
   ②くるまを含めた公共交通機関の整備・維持は、     
新たな国家基盤を形成する  

実現に向けた費用負担は広く国民全体が負担すべき・実現に向けた費用負担は広く国民全体が負担すべき     
⇒「取り易い所から取る」といった考え方に 

立つべきでない      立つべきでない

・特に、すでに過重な税負担を強いられている自動車 
ﾕ ｻﾞ に 更なる上乗せを求める事は断固反対
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 ﾕｰｻ ｰに、更なる上乗せを求める事は断固反対



過重な負担を強いられている過重な負担を強いられている  
自動車ユーザー自動車ユーザー  

▼自動車ユーザーは年間８兆円も負担自動車 ザ は年間 兆円も負担

▼国際的に見ても、日本の自動車ユーザー負担は突出  
 

（単位：万円） 
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自動車総連の考える自動車関係諸税自動車総連の考える自動車関係諸税自動車総連の考える自動車関係諸税自動車総連の考える自動車関係諸税

▼昨年12月の税制改正大綱に記載された「2年以内に  昨年 月 税制改 大綱 記載された 年以内
車体課税の簡素化・グリーン化、負担の軽減」を 
  確実にお願いしたい   
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「広く国民に支持される交通基本法」「広く国民に支持される交通基本法」  

「利用者が『自らの意思』で自由に交通「利用者が『自らの意思』で自由に交通利用者が『自らの意思』で自由に交通利用者が『自らの意思』で自由に交通
手段を選ぶ事が出来る法案」手段を選ぶ事が出来る法案」  

          が成立する事を祈念しますが成立する事を祈念します  

おわりおわり
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                                    おわりおわり


